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序

大阪府の南東部に位置する河内長野市は、豊かな自然に恵まれ、高野街道に

代表される和歌山や奈良へ向う街道の要衝として発展してきた街です。この為

市内には数多 くの文化財が残されています。

この様な河内長野市も大阪市内への通勤圏に位置しているため住宅都市とし

て発展してきました。この開発がもたらした文化財や自然に対する影響も大き

いものがあります。特に、地下に眠る埋蔵文化財は開発と直接に結び付 く大き

な問題です。

遺跡に託されている河内長野の先人達のメッセージである文化遺産を保護・

保存し、更には未来の市民へ伝えていく事は、現代に生きる私達の責務であり

ます。河内長野市に終いては、重要な課題である開発と文化財保護との調和の

ため、開発に先立ち埋蔵文化財の発掘調査を実施 し、その把握に努めています。

本書は発掘調査の成果を収録しています。皆様が先人達のメッセージの一部

でもある文化財に対するご理解を深めていただくとともに、文化財の保護・保

存・研究するための資料として活用していただければ幸いです。

これらの発掘調査に協力していただきました施主の方々の埋蔵文化財への深

いご理解に末尾ながら謝意を表すものです。

平成15年 3月

河内長野市教育委員会

教育長 福 田 弘 行



例

1。 本書は平成14年度に河内長野市教育委員会が国庫補助事業として計画・実施した遺

跡の発掘調査及び遺物整理報告書である。

2.調査は本市教育委員会教育部社会教育課主幹兼文化財保護係長尾谷雅彦を主担 とし、

同課文化財保護係鳥羽正剛、同課嘱託福田和浩を担当者として実施した。

3.調査及び本書の執筆は尾谷、鳥羽、福田が行なった。編集は河内長野市立ふれあい考

古館館員松尾和代がこれを補佐 した。文責は各文末に記している。

4.写真撮影は遺構については、尾谷・鳥羽・福田、遺物については

'可

内長野市立ふれあ

い考古館館長中西和子が行なった。

5。 発掘調査及び内業整理については以下の参加を得た。 (敬称略)

阿部園子、内田(ナ |1島 )伸子、大琢美幸、大西京子、喜多順子、斎田菜穂子、

高橋知佐子、杉本祐子、田川富子、中村 (東田)幸子、枡本裕子、箕造加奈子、

牟田口京子、安間克巳

6.発掘調査については下記の方々の協力を得た。記して感謝する。 (敬称略)

株式会社島田組、綾塔大作、谷 信和、福本正一、廣畑元一

7。 本調査の記録は、スライ ドフイルムなどでも保管されており、広 く一般の方々に利用

されることを希望するものである。

t″J

1.本報告書に掲載されている標高はTPを基準としている。

2.土色は、「新版標準土色帖」 1990年度版による。

3.平面測量は国家座標第Ⅵ系による 5mメ ッシュを基準に実施したものである。

4.図中の北は磁北である。

5.遺構実測図の縮尺は、 1/30。 1/40・ 1/50。 1/60で ある。

6.遺構名は下記の略記号を用いた。

SB… …掘立柱建物  SD… …溝  SE… …井戸  SI… …竪穴住居

SK… …土坑  SP… …ピット  SU… …集石

7.遺物実測図の縮尺は、土器 1/4、 石製品 1/4、 石器 2/3、 鉄器 1/3を基準として

いるが、遺物の状況により変えている。

8.須恵器・瓦器・瓦質土器・須恵質土器・陶磁器の断面は黒塗 り、弥生土器・土師器 。

土師質土器・石器の断面は白抜 き、鉄器の断面は斜線である。

9.須恵器の編年は中村浩氏の『陶邑』の編年による。

10。 遺物番号と写真図版の番号は一致する。

口
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第 1章 調査の状況

平成14年の文化財保護法57条の 2お よび 3の発掘届及び発掘通知の作数は、総数93件、

そのうち発掘届66件、発掘通知27件である。今年は遺跡範囲拡張に伴う新規発見届が 2件

あった。

今年の発掘届にみられる原因者の状況は、駅前整備事業やほ場整備などの大規模公共事

業と共に個人住宅の新築及び改築なども多くあった。

第 1表 発掘届出件数月別一覧表 (平成14年 1月 ～12月 )

平成13年度 平成14年度 総計

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

発掘届 (57条の2) 4 7 10 6 8 5 4 2 5 7 3 66

発掘通知 (57条の3) 2 1 3 1 0 0 2 1 5 27

発見届 (57条の5) 1 1 2

発見通知 (57条の6) 0

第 2表 主な発掘調査一覧表 (平成14年 1月 ～12月 )

名
名

跡
査

遺
調

調査開始日 申 請 者 申請面積 用  途 種別 区分 備 考

三日市宿跡・三

日市北遺跡
h/fT N01_R

H13.10.29

～H14.320

河内長野市 1,420.82∬ 市衡地再
開発事業

発掘 原因増 弥生時代の竪穴住居・柱穴'溝・土坑、

古墳時代の溝、近世の上坑/弥生土器,

十柿災,妬吉哭,粁‖陣職果,T

高向遺跡
T K 001-2

H131218
～H14326

14■福)生登福社会 2,000∬ 老人保健
愉譜

発掘 原因君 ]代 '中世の溝'土坑/縄文時代の石器、
鞘罰ftF～奉H障 /Fの妬蕉器、中■のI恐

三日市遺跡
/ヽ「 T ρnl_と

H141,8 個人 134.4� 個人住宅 立会 原因君 遺構・遺物なし

西高野街道
NF pnl_1

H14.1.31 個人 196.14ゴ 個人住宅 発掘 原因増 遺構・遺物なし

玲谷 清 VF 可14220 日立大阪首病 院 59129∬ 防火7k糟 苓柳 頃園増 詈経 ・ 悟 助 滲 キ

日野観音寺遺跡
H K T01‐ 2・ 3

H1434
-食 ,0

河内長野市 77.0001正 ほ場整備 発掘 原因増 ,世の溝、土坑、窯朧 、ピット/縄文
岸代のイヌカイト梨肩糸 中世の十糸互

日野観音寺遺跡 TT14 n 7 r実Ⅲ客耳音 寺 165 2Rrド 側 澄 畷 閃 詈繕・ 署助 海 1

西代藩陣屋跡
N n TTnl_R

H43.15 個人 21574ゴ 個人住宅 発掘 原因増 重構・遺物なし

東高野街道
百 て P∩ 1_1

H14.315 個人 182.75r置 個人住宅 発掘 原因著 遺構・遺物なし

喜多町遺跡
F T ρ nl_1

H143.15 個人 1,472.83r置 造成工事 発掘 原因著 遺構,遺物なし

日野観音寺遺跡
百てT∩夕_1

H14■ 12

～7々 1

河内長野市 8.56153だ 公共建物 発掘 原因増 ,世の構、土坑、窯状歯構、ピット/縄文時代
耐言哭 由‖n+編暫キ雖 T聖 吉就 観韓

清水遺跡
S WIZ 02-1

H14415 大阪府富田林土木
喜落所

500∬ 道路 立会 原因君 置構・遺物なし

長池窯跡群
雨 Tて∩ワ_耳

巨14.4.15 個人 50.52∬ 分譲住宅 発掘 原因著 遺構・遺物なし

長池窯跡群
NTFn,_,

H144.18 個人 297.09r置 個人住宅 立会 原因名 遺構・遺物なし

寺元遺跡
Tp、 /rn,_1

H144.25 個 人 301.49r置 個人住宅 発掘 原因増 遺構・遺物なし

三 日市宿跡・三

日市北遺跡
h/fT N∩ 9_1

H144.30

-6.4
河内長野市 1.6ha 市街地再

開発事業
発初 原因君 中世のピット・土坑・滞/中

世の瓦器・土師質土器

西高野街道
Nて ,∩,_1

H14.51 個人 150.80∬ 個人住宅
・ 擁 瑳

発掘 瞑因君 遺構・遺物なし

三日市遺跡
M I C02‐ 1

Hl■5.7 民 間 349.301這 集会所 発掘 原因著 遺構,遺物なし

-1-



名

名
跡
査

遺

調
調査開始日 申 請 者 申請面積 用  途 種 別 区分 備 考

上原遺跡
UHR02 1

H14.5,9 個 人 457.93E正 個人住宅 発 掘 原因者 遺構・遺物なし

市町東遺跡
TrF∩,_1

H14515 個 人 25975r置 個人住宅
・擁壁

発 掘 原因君 這構・遺物なし

三日市宿跡・三

日市北遺跡
M I N02 2

H14517
-1225

河内長野市 1 6ha 市衡地再
開発事業

発 掘 原因著 弥生時代の竪穴住居'柱穴'溝 .

土坑、近世の柱穴等/弥生土器・
十師果,麺市熟,析‖臨麒 ,T

日野観音寺遺跡
H K T02-2

H14520
～913

河内長野市 77,000r這 ほ場整備 発 掘 原因著 キ世の薦、土坑、雫状遺構、ビット/
饂支時代の府器、中世の十器、テ

高向遺跡
T K 002-1

H14520 個 人 16287r正 個人住宅 発 掘 原因者 遺構 '這物なし

三日市宿跡・三

日市北遺跡
イヽTヽぎ∩9_1

H13523 個人 6557� 兼用住宅 発 掘 原因着 遺構 '遺物なし

三日市遺跡
WTT C02_2

H14528 個 人 26564r正 個人住宅 発 掘 原因者 遺構・遺物なし

尾崎】ヒ遺跡
O S N02-1

H14610 個 人 10536� 個人住宅 発掘 原因者 遺構・遺物なし

尾崎北追跡
O S N02 2

H14610 個 人 10579■ 苫 個人住宅 発掘 原因者 重樗・遺物なし

三日市遺跡
トンII C02 3

H14617 個 人 23352■正 個人住宅 立 会 原因著 遺穏・遺物なし

清水遺跡
Rヽオ7n,_ク

H14626
-A,7

個 人 90373■正 個人住宅 発掘 国庫 本書掲載

上田町宿跡
UD S02_1

H14627
-́6.28

個 人 29394■正 個人住宅 発掘 回庫 本書掲載

高野街道

K Y R02-1
H1474 個 人 1,35114■正 倉庫 発掘 原因名 遺構・遺物なし

局同還雰

T K 002-2
H1474 個 人 45009■ば 個人住宅 発掘 原因著 占代の土師器、中世の瓦器

長池窯跡群 H14716 個 人 92_75∬ 個人住宅 立 会 原因著 置構・遺物なし

長池窯跡群 H1486 4E人 421.35r正 個人住宅 発 原因名 目構 ,遺物なし
大師山潰跡 H14819 河 内 長 IT・市 27.566∬ 学 校 発 原因増 遺構 ,遺物なし

西高野街道 。膳

所藩代官所跡
Z Z H02-1

H14820 個 人 414.28∬ 個人住宅 発 掘 原因著 遺構 ,遺物なし

市町東遺跡、東

高野街道
I CE02 1

H1499 個 人 18991■ ば 個人住宅 発掘 京因著 遺構 ,遺物なし

三日市北遺跡
いアII N02-6

H14912 個 人 173.44■正 個人住宅 発 掘 京因著 遺構・遺物なし

天ネ申社潰跡 H14918 河内長野市 1,434rざ 道 路 発 掘 京因老 遺構 ,遺物なし
三日市北遺跡
汀ヽTヽJ∩ ,_R

H14924 4国人 20336r正 個人住宅 発 掘 京囚著 遺構 ,遺物なし

三日市北遺跡
ふアII N02-5

H14,10.2 個 人 40rゞ 店舗 立 会 京因著 遺構・遺物なし

島同遠跡

T K 002-3
H14.10.23 個 人 849.2rざ 店舗 発 掘 京因者 中世の上抗/土師質土器、瓦

果

塩谷遺跡 H141023 個 人 12641∬ 個人住宅 立 会 京因著 遺構・遺物なし

塩谷遺跡
S10021

H14,ユ ■6 民間事業者 481 45r� 分譲住宅 発 掘 京因者 遺構・遺物なし

松林寺遺跡
RP甲∩,1

H14,11,19 (宗)松林寺 1.270,9■ゞ 擁 壁 発 掘 京因老 遺構・遺物なし

菱子尻遺跡
H K S02-1

H141125 民間事業者 489.60r正 ,百台甫 発 掘 原因灌 遺構・遺物なし

局同還跡

T K 002-4
H141125 (社福)生登福祉会 3,181.64∬ 広告塔 立会 原因建 遺構・遺物なし

喜多町遺跡
K T C02-1

H141129 河内長野市 9.42■ば 下水道 立 会 原因差 遺構 '遺物なし

栄町遺跡
Rて ∩r19_1

H14122
-́1,民

個 人 24293■正 個人住宅 発 掘 原因建 本書掲載

市 H3東潰跡 H14123 個 人 17645至正 個人住宅 発 掘 原因名 置椎 ・ 七物 /1・ |

局 I可 神 砿 還 卵

T K T02-1
H14129
～1226

河内長野市 4,000∬ 防火水槽 発掘 原因増 近世の溝、土坑、ピット/中世
の瓦暫十傘、近世の陶磁器、瓦

喜多町遺跡
K T C02-2

H141216 河内長野市 8101∬ 下水道 立会 原因名 目構・遺T/2な し

三日市北遺跡・

三日市宿跡
�II N02-4

H141218 蜘河内長野ガス Ｚｍ ガ ス 立 会 原因名 目構 '遺物なし
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第 1図 河内長野市遺跡分布図 (1/40000)
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文 化 財 名 称 種  類 時 代

1 長 野 神 社 遺 跡 社 寺 至 町 以 降

河 合 寺 遺 跡 社 寺 平 安 以 降

観 心 寺 遺 跡 社 寺 平 安 以 降

大 師 山 古 墳 古 墳 古 墳 (前期 )

大 師 山 再 古 頂 古 墳 (後期 )

大 師 山 遺 跡 集 落 。生 産 コ均卜ど翌三  くて雰金夢UB) 。 STa互ぅで
7 興 禅 寺 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

烏 帽 子形 八 幡 神 社 遺 跡 社 寺 室 町 以 降

塚 穴 吉 墳

長 池 案 跡 群 生 産

小 山 田 1号 古 墓 墳 墓 奈 良

小 山 田 2号 古 墓 墳 墓 奈 良

延 命 寺 遺 跡 社 寺 平 安 以 降

天 野 山 金 Hl」 寺 遺 跡 平 安 以 降

日 野 観 音 寺 還 跡

地 蔵 寺 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

(17) 岩 湧 寺 遺 跡 社 寺 平 安 以 降

五 ノ 木 古 墳 古 墳 古墳 (後期 )

高 同 遺 跡 集 落 旧 石 器 ～ 中 世

20 烏 幅 子 形 城 跡 中 世 ～ 近 世

喜 多 町 遺 跡 集 落 縄 文・ 古 墳 ～ 中 世

22 烏 帽 子 形 古 墳 古 墳 古 墳 (後期 )

23 末 広 窯 跡 生 産 中 世

24 塩 谷 遺 跡 散 布 地 縄 文 ～ 近 世

25 流 谷 八 疇 神 社 社 寺 平 安 以 降

26 蟹 井 淵 南 追 跡 散 布 地 中 世

27 蟹 井 淵 北 追 跡 散 布 地 中 世

28 天 見 駅 】ヒ万 遺 跡 散 布 地 中 世

29 千 早 回 駅 南 潰 跡 社 寺 中 世

30 岩 瀬 薬 師 寺 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

清 水 遺 跡 散 布 地 中 世

伝 「 仲 哀 廟 1古 墳 古 墳 Y

(33) 堂 村 地 蔵 堂 跡 社 寺 近 世

(34) 滝 畑 埋 墓 墳 墓 近 世

(35) 中 村 阿 弥 陀 堂 跡 社 寺 近 世

(36) 東 の 村 観 音 童 跡 社 寺 近 世

(37) 西 の 村 観 音 室 跡 社 寺 近 世

38 清 水 阿 弥 陀 堂 跡 社 寺 近 世

滝 尻 方 勒 堂 跡 社 寺 近 世

(40) 官 の 下 内 墓 墳 墓 古 墳

宮 山 古 墳 古 墳 古 墳

冨 山 遺 跡 集 落

西 代 藩 暉 屋 跡 飛 鳥 ～ 奈 良 。江 戸

44 上 原 町 墓 地 墳 墓 近 世

45 惣 持 寺 跡 散布地・ 社寺 縄 文・ 奈 史・ 鎌 倉

栗 山 遺 跡 中 世 ～ 近 世

寺  ケ 池  遺  跡 散 布 地 縄 文

48 上 原 遺 跡 散 布 地 旧 石 器 ～ 近 世

住 吉 神 社 遺 跡 社 寺 近 世 以 降

高 向 神 社 遺 跡 社 寺 中世 以降

青 が 原 神 社 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

層 所 藩 代 宮 所 跡 城 館 江 戸

双 子 塚 古 墳 跡 古 墳 古 墳

菱 子 尻 遺 跡 縄 文 ～ 近 世

河 合 寺 城 跡 城 館 中 世

旧 石 器 ～ 近 世

日 の 谷 城 跡 城 館 中 世

高 木 遺 跡 散 布 地 縄 文

汐 の 山 城 跡 城 館 中 世

60 峰 山 城 跡 城 館 中 世

稲 両 山 城 跡 城 館 中 世

国 見 城 跡 城 館 中 世

63 旗 蔵 城 跡 城 館 中 世

64 権 現 城 跡 城 館 中 世

(65) 天 神 社 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

く66) 再 城 第 ■5経 塚 経 塚 平 安 以 降

67 加 賀 日 神 社 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

68 庚 申 堂 遺 跡 社 寺 近世 以降
69 石 仏 城 跡 城 館 中 世

佐 近 城 跡 城 館 中 世

旗 尾 城 跡 城 館 中 世

葛 城 第 16経 塚 経 塚 平 安 以 降

番 号 文 化 財 名 称 種 類 時 代

(73) 再 城 第 ■8経 塚 経 塚 平 安 以 降

葛 城 第 19経 塚 経 塚 平 安 以 降

笹 尾 塞 城 館 中 世

(76〕 大 沢 塞 城 館 中 世

三 国 山 経 塚 経 塚 V‐安 以 降

光 滝 寺 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

猿 子 城 跡 城 館 中 世

蟹 井 淵 神 社 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

(8■ ) 川 上 稗 社 遮 跡 社 守 中 世 以 降

千 代 ■ 神 社 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

向 野 遺 跡 集 落 。生 産 縄 文・ 平 安 ～ 近 世

髄 古 野 町 遺 跡 散 布 地 中 世

上 原 北 遺 跡 集 落 中 世

大 日 寺 遺 跡 社千・古墳'墳曇 弥 生 ～ 中 世

高 向 南 遺 跡 散 布 地 鎌 倉

88 小 塩 遺 跡 集 落 縄 文 ～ 奈 良

塩 遺 跡 集 落 古 墳 (後期 )

尾 崎 過 跡 集 落

ジ ョウ ノ マ エ 授 跡 堀 賂 l 中 世

92 仁 王 山 城 跡 城 館 中 世

93 タ コ ラ 城 跡 城 館 中 世

94 岩 立 城 跡 城 館 中 世

95 上 原 近 世 瓦 窯 生 産 返 世

96 市 町 東 還 跡 散 布 地

97 上 田 町 窯 跡 生 産 折 性

98 尾 崎 北 遺 跡 集 落 古 墳 ～ 中 世

99 西 之 山 町 遺 跡 散 布 地 中 世

100 野 間 里 遺 跡 集 落 平 安

町鷺 尾 遺 跡 散 布 地 中 世

102 上 田 町 遺 跡 散 布 地 古 墳 。中 世

103 上 原 中 遺 跡 散 布 地 古 墳 。中 世

104 小 野 塚 遺 跡 墳 墓 中 世

(105う 再 城 第 17経 塚 経 塚 平 安 以 降

106 薬 師 堂 跡 社 寺 中 世 以 降

107 野 作 遺 跡 生 産 中 世

108 寺 遺 跡 集 落 。社 寺 奈 良 。中 世

く109) 鳩 原 遺 跡 散 布 地 中 世

法 師 塚 古 墳 跡 古 墳 古 墳

山 上 講 山 古 墳 跡 古 墳 古 墳

112 西 浦 遺 跡 集 落 古 墳 。中 世 。近 世

地 福 寺 跡 社 寺 近 世

gの 下 遺 跡 築 落 平 安 ～ 中 世

栄 町 遺 跡 散 布 地

錦 町 遺 跡 散 布 地 中 世

117) 太 井 遺 跡 散 布 地 縄 文 。中 世

att  H」  ゴヒ  封巨 L小 集 落

市 町 西 還 跡 集 落

120 栄 町 南 遺 跡 集 落 中 世

栄 町 東 遺 跡 散 布 地 秀 生 。中 世

楠 町 東 遺 跡 散 布 地 林 生

汐 の 冨 町 雨 遺 跡 散 布 地 弥 生 ・ 奈 艮

124 汐 の 宮 町 遺 跡 散 布 地 中 世

125 神 ガ 丘 近 世 墓 墳 墓 近 世

126 増 福 寺 社 寺 中 世 以 降

128 松 林 寺 遺 跡 社 寺 返 世 以 降

129 昭 栄 町 遺 跡 散 布 地 中 世
ネ130 東 高 野 街 道 街 道 平 安 以 降
4131

西 高 野 街 道 街 道 平 安 以 降

高 野 衝 道 衡 道 平 安 以 降

133 上 原 東 遺 跡 散 布 地

地 蔵 寺 東 方 遺 跡 墳 墓 鎌 倉

本 多 町 北 遺 跡 散 布 地 中 世

下  里  町  遺  跡 散 布 地

あ か し あ 合 遺 跡 散 布 地 近 世

岩 瀬 北 遺 跡 集 落 中 世

■39 岩 瀬 近 世 墓 地 墳 墓 近 世

■40 昭 栄 町 東 遺 跡 縄 文・ 中 世 。近 世

三 日 市 北 遼 跡 条 落 方 生 ～ 中 世

142 三 日 市 宿 跡 循跡に伴う衝並 中 世 ～ 近 世

143 上 田 町 宿 跡 宿跡に伴う衝並 中 世 ～ 近 世

144 滝 尻 遺 跡 散 布 地 縄 文・ 古 代 。中 世

( )は地図範囲外 ・ は街道につき地図上にプロットせず

第 3表 河内長野市遺跡地名表
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尾崎北遺跡

第 2章 調査の結果

第 1節 尾崎北遺跡 (OSN97-1)
①句

慾勧畷

1 はじめに

遺跡は大阪府河内長野市加賀田357番地他に所在する。石川の支流加賀田川が天見川と

合流する付近、右岸の河岸段丘上にひろがる。標高は約127mを測る。

遺跡発見の契機となったのは昭和62年、国道371号 のバイパスエ事で、古墳時代後期を

中心とした遺物が出上したことによる。

本次調査は民間開発に伴う宅地造成地内の約80ど について、平成 9年 8月 21日 から8月

29日 まで実施した。

2 層序

調査の結果、地表下約0.3～ 0。4mで地山面が確認され、遺構が検出された。遺構は狭い

調査区にもかかわらず竪穴住居、掘立柱建物、井戸、土坑など各種が確認された。

層序は盛土を除く7層からなり、上層から耕土(層厚0.2m)、 床土(層厚 0。 lm)、 灰白色礫

混じリシルト(層厚0.lm)、 オリーブ黄色礫混じり粘土(層厚 0。 15m)、 オリープ色礫混じり粘

土(層厚0.lm)、 黄色粘土(層厚0.05m)、 灰オリーブ色礫混じリシルト(層厚0.3m)の順に堆

積していた。

第 2図 調査区位置図 (1/5000)
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①
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⑬

尾崎北遺跡

耕土

床土
25Y8/1灰 白色礫混 じリシル ト

5Y 74オ リープ責色礫混 じり粘土
5Y ν4オ リープ色礫混 じり粘土
5Y 8/8黄 色粘土

5Y 4/2灰 オリーブ色礫混 じリシル ト
5Y 6/1灰 色礫混 じリシル ト礫
5Y 8/6黄 色細砂
5Y 6/1灰 色焼土混 じり粘土

焼土
25Y6/1責 灰色炭混 じり粘土
25Y5/1黄 灰色濃混 じり粘土

0               2m

0                   10cm

第 5図  SBl出 土遺物

実測図

3 遺構 と遺物

(1)掘立柱建物

[SBl](第 5。 6図、図版 2・ 5)

調査区の中央で検出した桁行 2間 (2.6m)× 梁行 2間 (2.2m)の

建物である。桁行の方向はN-55.5° 一Wを示す。柱間は桁行 1.3

m、 梁行は1.2mと lmである。柱穴は確認できなかったが掘形

は平均径が約0.4mで、深さは 4隅の柱穴が深 く約0.2～ 0.4m、

第 4図 調査区土層断面実測図 (1/60)

第 6図  SBl遺 構実測図 (1/60)
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尾崎北遺跡

その他は0,lmを測った。棟は北から大きく西に振った建物である。

遺物は南西隅の柱穴から須恵器の郭身(1)が出土した。

(2)井戸

[SEl](第 7～ 9図、図版 2・ 5～ 7)

S11の 南側に位置し、 S11に よって肩部が一部切 られている。平面形は楕円形を呈

する。残存規模は長径 2.35m、 短径 2.lm、 深さ0.6mを測る。埋土は上層から灰褐色礫混じ

リシルト、褐色炭混じり粘上、にぶい褐色礫混じリシルト(一部礫)、 褐色炭混じり粘土、褐

色中砂混じリシル ト(焼土、炭混じり)、 褐色シルト混じり粘土(焼土、炭混じり)が堆積して

いた。堆積土には中砂や礫が混じり、流速のある水流によって堆積 したことを示している。

遺物は砥石(2)が出土し、土師器では鉢(3)・ 奏(4)。 甑(5)が図示できた。須恵器では

邦蓋(6～ 18)。 郭身(19～ 28)。 壷(29)。 短顎壷 (33)・ 奏口縁部(30～ 32)。 脚部(34)・ 楕円

形蒸気孔の甑(35)がある。

0         5cm

―第8図 SEl出土遺物実測図①

① 5YR 6/2灰 褐色礫混じリンルト
② 75R4/3褐色炭混じり粘上
③ 7うYR 5/3にぶい褐色礫混じリシルト
④ 10YR 8/6責橙色、礫
⑤ 7うYR 4/3褐色炭混じり粘土 (か層と同じ)

⑥ 76YRち/6褐色中砂混じリシルト (焼土・炭混じり)

⑦ 75YR 4/4褐色ンルト混じり粘土 (焼土・炭混じり)

第 7図  SEl遺 構実測図 (1/30)

一ヵすａ

／
謙

＼

-8-



尾崎北遺跡
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尾崎北遺跡

(3)竪穴住居

[S11](第 10・ 11図、図版 3・ 7)

全体の約 1/3が検出された方形の竪穴住居で、他の部分は調査区外にひろがるため、全

容は判明しない。規模は南側辺約4.9m、 西側辺検出長 2.5m、 東側辺検出長0.5m、 壁高

0,4mを 測る。また、壁面に沿って西側辺と南側辺で壁溝を検出した。壁溝は幅0.2m、 深

さ0.08mを測った。南側辺方向はN-60° 一Wを示す。

西側辺中央付近に位置すると思われるところにおいて粘上で造られた造 り付けのカマ ド

の一部が検出されたが、北側部分は調査区外に広がるようであり、全容は判明しない。検

① 5YR 6/2灰褐色礫混じリシルト

0                                      2m

第10図  S11遺 構実測図 (1/40)

第11図  S11出 土遺物実測図
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尾崎北遺跡

1"2m

0               1m

0 フぉ
第12図 SKl遺 構実測図 (1/30)及び出土遺物実測図

長軸 lm、 短軸 0.5m、 高さ0.3mを測 り、このカマ ドの焚回付近に相当する部分に

の奏(37)が使用 されていた。

る。

は奏 (36・ 37)、 須恵器

0              1m

第13図  SUl遺 構実測図 (1/30)

48

0                   10cm

第14図  SUl出 土遺物実測図
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尾崎北遺跡
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0                   10cm

51
熱 57

圧 士 ≡ Ξ 〓 土 ==_生 152

略百
幸幸

訂
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第15図 包含層出土遺物実測図

遺物は須恵器の杯蓋(48)が図示できた。

(6)包含層  (第 15図、図版 8)

遺構以外からは、サヌカイ ト製の削器(49)・ 石剣(50)が 出土している。土器類では、や

はり須恵器が主に出土し、郭蓋(51～ 53)・ 壺口縁部(54・ 55)。 奏口縁部(56)・ 脚台(57)が図

示できた。他に若子の上師質土器皿(58～ 61)、 瓦器皿(62)・ 坑 (63)、 須恵質土器鉢(64)な

どの中世土器が出上した。

4 まとめ

遺構や包含層から出土する遺物の大部分は、須恵器や土師器であった。遺跡の時代は、

出土した須恵器が陶邑編年 2-2と 2-3期に相当することから古墳時代後期(6世紀中

頃)と 思われる。
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尾崎北遺跡

各遺構の時期差はあまりないが、 S11が新しく、 SBlと SElが 同時期のようであ

る。

今回の調査地は、遺構の状況から古墳時代後期の集落の一部のようである。当遺跡を挟

んで加賀田川の右岸でも小塩遺跡や加塩遺跡のように同時期の遺跡が分布している。調査

の結果から、加賀田川の段丘上には古墳時代の集落が分布し、当調査区では鉄津(図版 7)

が出土することから工房のようなものがあった可能性もある。 (尾谷)

-13-



清水遺跡

第 2節 清水遺跡 (SMZ02-2)

＼

//〉

｀
ヽ

‖

傘罐
ミ 1瀬

ir、、歳穐4翠4ギど生4_型里ピ蚤翌即墨

1 概略

清水遺跡は、大阪府河内長野市清水に所在する。天見川右岸のユ可岸段丘上に位置し、標高

は約176mを測る。

当遺跡はこれまで小規模な発掘調査は行っているが、遺構があまり検出されていないた

め、性格など不明な点が多い 儘1)。

しかし周辺遺跡の調査では、北西800mの 岩瀬北遺跡で、 14～ 15世紀の掘立柱建物や溝、

土釜埋納遺構などの遺物が確認されている は2)。 また、南西200mの千早口駅南遺跡では、

15世紀の生活雑器とともに仏具が出土し、検出遺構が寺院跡 (旧 薬師寺跡)であることが確

認されている儘3)。

本次調査は個人住宅の建築に先立ち実施した。調査区は建物の基礎工事の切上で影響を

受ける可能性のある範囲について 2カ 所設定した。調査面積は約 2ゴである。

2 調査 の方法

調査は、建設予定地内に第 1調査区を lm× o.8m、 第 2調査区を lm× lmの規模で設

定 し、人力による掘削を行った。基本層序は表土 (層厚 0.15m)、 褐色礫混 じり細砂 (同

0.55m)、 地山は黄褐色礫混じり粘上であった。褐色礫混 じり細砂は中世の包含層であり、

土師質土器皿・土金、瓦器皿・塊が出上した。

遺構検出は地山である黄褐色礫混 じり粘土層上で行ったが、遺構は検出されなかった。

また、工事に伴う掘削は地山まで及ばず、保護層が確保されることから、調査区の位置と

断面の写真撮影のみを行った。

＼

第16図 調査区位置図 (1/3000)
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清水遺跡

3 遺物

本次調査では包含層から若千の中世の遺物が出上した。ほとんどが細片であったが、可

能な限り図化を行った。第 1調査区から出土した遺物には土師質土器皿 。土釜、瓦器皿

(65)・ 坑(66)、 第 2調査区から出土した遺物には瓦器塊 (67・ 68)があった。

くくこ:::::::[::::::i″ ;:5

66

第17図 第 1。 第 2調査区包含層出土遺物実測図

4 まとめ

調査区が狭小なため、また遺構も検出されなかったため、当該地の遺構の保存状況は不

明である。しかし、現在、建物が建っている地の表上下には厚い包合層があることから、

将来、当該地及び付近の発掘調査において保存状況が良好である遺構が検出される可能性

がある。今後の調査成果が期待される。 (鳥羽)

(註 1)河内長野市教育委員会 2001年 3月  『河内長野市埋蔵文化財調査報告書和Ⅱ 上原北遺跡 昭

栄町遺跡 清水遺跡 大日寺遺跡 天野山金岡J寺遺跡」

(註 2)河内長野市遺跡調査会 2000年 2月  『河内長野市遺跡調査会報XX 市町西遺跡 岩瀬北遺跡

汐の宮町南遺跡』

(註 3)河内長野市遺跡調査会 1992年 3月  『河内長野市遺跡調査会報Ⅳ 千早口駅南遺跡調査概報』

〇
一
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上田町宿跡

第 3節 上田町宿跡 (UDS02-1)

1 概 略

上田町宿跡は、大阪府河内長野市上

田町に所在する。天見川左岸の河岸段

丘上に位置し、標高は約120mを 測る。

当遺跡はこれまで発掘調査を実施し

ていないため、性格などは不明である。

しかし、江戸時代の F上 田村絵図』

では高野街道沿いに上田宿の様子が描

かれており、宿跡の範囲は現地形から

も窺うことができる儘1)。

周辺調査では、調査区の北西約50m

に位置する高野街道沿いの烏帽子形城

跡の調査で、古墳時代後期、平安時代

から近世までの遺構、遺物が出上している儘2)

本次調査は個人住宅の建築に先立ち実施した。調査区は建物の基礎工事の切上で影響を

受ける可能性のある範囲について 1カ 所設定した。調査面積は約 2だである。

2 調査の方法

調査は、建設予定地内に1.5m× 1.5mの規模の調査区を設定し、人力による掘削を行った。

基本層序は盛土(層厚1.3m以上)の みを確認し、包含層及び地山は調査当初の予想に反して

盛土の層厚が厚いため、確認できなかった。

3 まとめ

調査の結果、調査区が狭小なため、また遺構面まで掘削が及ばなかったため、当該地の

遺構の保存状況は不明である。今後の調査成果が期待される。         (鳥 羽)

(註 1)河内長野市教育委員会 1983年 3月  『河内長野市文化財調査報告書第 7輯 河内長野の古絵

図』

(註 2)河内長野市教育委員会 1997年 3月 『河内長野市文化財調査報告書第28輯 河内長野市埋蔵文

化財調査報告書mll 小塩遺跡 長野神社遺跡 大日寺遺跡 鳥帽子形城跡 三日市遺跡 神ガ

丘近世墓』

第18図 調査区位置図 (1/3000)
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栄町遺跡

第 4節 栄町遺跡 (SKC02-1)

1 概 略

栄町遺跡は、大阪府河内長野市栄町に所在する。石川左岸の河岸段丘上に位置し、標高は

約112mを 測る。この段丘は当遺跡より南西約2.5kmの 高向付近から2段の段丘を形成し、

標高が128～ 150mの 中位段丘、 109～ 122mの低位段丘に分けられる。従って、当遺跡は石

川左岸の低位段丘上に位置することになる。

当遺跡はこれまで小規模な発掘調査しか行われていないが、出土した遺物から弥生。中世

の遺跡であることは認識されていた。しかし、遺構があまり検出されていないため、性格

など不明な点が多かったが、近年の調査から、当遺跡周辺に弥生時代の落ち込みがあると

考えられている儘1)。

その他に周辺の調査から、当遺跡の様相を垣間見ることができる。北西200mの錦町北遺

跡では、中世の石組み遺構や近世の井戸・石組み遺構・溝などの遺構が検出され、弥生中

期の土器も確認されている 建2)。 また、南西700mの 栄町南遺跡では、掘立柱建物 2棟のほ

か土坑などを検出した。明確な時期は不明だが、おおよそ12～ 13世紀に相当するものと考

えられている。

本次調査は個人住宅の建築に先立ち実施した。調査区は建物の基礎工事の切上で影響を

受ける範囲について設定した。調査面積は28ゴである。

第19図 調査区位置図 (1/5000)
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第20図 遺構配置図 (1/50)

2 調査の方法

調査は、建設予定地内に 7× 4mの調査区を設定し、まず機械による掘削を行った。現

地表面から約0,3m掘削したところで部分的に黒色層を検出した。そのため、入力による掘

削を行い、黒色層上面で遺構の検出を行った。また、黒色層の堆積を確認するため、調査

区の一部を深く掘削したところ、黒色の極細砂層や礫層を確認したが、工事に伴う掘削深

度以下であったため、断面による記録のみ行った。

3 層序

層序は大きく5層に分けられる。上層から現代盛土①、耕土③ o④、床土⑥が堆積して

いる。そして下層に、弥生時代の包含層である黒褐色の極細砂～中砂層③がある。調査区

の位置的にも、この層は前回の調査 儘1)で存在が想定されている局所的な落ち込みと同じ

-18-



栄町遺跡

られる。
られる (旧耕土床土)

～中砂
～中砂 (土器片・炭多く含む)

③ 25Y 3/3
⑩ 10YR 4/4

0                  2m ① l∝R 2/2

屠l解登 :先
第21図 調査区土層断面実測図 (1/50)

層と考えられる。その黒褐色層の下層には、礫混じりの褐色系の層③～⑬が堆積している。

土壊化の弱い層であり、一部黒褐色の⑪層があるが、礫が多く含まれていることから、調

査区の西方向、段丘上段からの決水などに伴う堆積層と考えられる。これらの層以下は、

工事の安全上掘削ができなかった。したがって明確な地山層は確認できていない。

4 遺構 と遺物

今回の調査は、黒褐色層の上面で遺構の検出を行った。その結果、ピットや土坑などが確

認できた。遺物は、遺構検出時に黒褐色層内から弥生土器が数点出土した。しかし、多く

が細片で、実測できたのは壷(69)だけであった。以下、検出した遺構について説明する。

(1)道

[SFl]

調査区の北側で検出した。南北 1.2m、 東西3.5mほ どの範囲の上が堅 くしまっている。

断面観察でも特に盛土をした痕跡は見られなかったが、里道などの可能性も考えられる。

(2)土坑

[SKl]

調査区の西側で検出した。平面形は方形で、調査区外に広がるため正確な規模は不明だ

が、南北 1.7m、 東西0.7m以上、深さ0。 18mを測る。埋土は、黒褐色極細砂～中砂で弥生時

代の包含層と同じである。遺物が出上していないため、時期は不明だが、床土形成以前に

掘削された遺構と考えられる。

[SK2]

調査区の南東隅で検出した。調査区外に広がるため正確な平面形は不明だが、南北 0。8m

以上、東西0.8m以上、深さ0。 25mを 測る。埋土は、黄褐色極細砂～中砂に黒褐色極細砂が

プロック上で混じる。

嚇一Ｎ

① 26Y 4/3
② lllYR 4/6
③ 25Y 5/2
① 25Y 6/2
⑤ 25Y 6カ
⑥ 25Y 5/3
① 10YR 3/2
③ 10YR 3/2

じ

じ

じ

じ

じ

こ

一
り
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栄町遺跡

遺物は出上 しなかった。

(3)ピ ット

[SPl]

調査区の西側で検出した。平面形は東西に伸びる溝状で、南北 0。 lm、 東西 0.4m、 深 さ

0.04mを 測る。埋土は、灰黄色極細砂～細砂で旧耕土 と同 じ層である。旧耕土に伴 う遺構

と考えられる。

遺物は出土 しなかった。

[SP2]

調査区の西側で検出した。平面形は円形で径 0.2m、 深 さ0.08mを 測る。埋土は、黄褐色

極細砂～中砂に黒褐色極細砂がブロック上で混じる。床土層形成時に伴う遺構と考えられ

る。

遺物は出土しなかった。

[SP3]

調査区の南側で検出した。平面形は方形で南北 0,05m、 東西 0。 4m、 深さ0.06mを 測る。

埋土は、黄褐色極細砂～中砂に黒褐色極細砂がブロック上で混じる。

遺物は出土しなかった。

0                                        20cm

第22図 黒色包含層出土遺物実測図および写真

5 まとめ

今回の調査は、弥生時代の包含層である黒褐色層の上面で調査を行った。これまでの調

査から、中世の遺構の検出も期待されたが、検出された遺構には、時期を特定できるもの

はなかった。しかし、断面観察の結果、黒褐色層の分布範囲が確認され、弥生時代の落ち

込みの範囲が広がることが確認された。そこで、これまでの調査結果を踏まえ、字名など

も考慮に入れて、当遺跡周辺の状況を考えてみたい。また、当調査区より南に1.5kmの三

日市北遺跡では、当遺跡と同じ弥生時代中期の集落跡が調査されている。そこで、これら

の遺跡を含めた河内長野市内の弥生時代の遺跡についても若干整理してみたい。

◆栄町遺跡周辺の地形復元

「河内長野市埋蔵文化財調査報告書 mll」 (2001)で は、栄町遺跡で行われた過去の調査区

について整理した。そして、弥生時代中期(土器様式で畿内第Ⅲ～Ⅳ様式頃)に 当遺跡周辺

- 20 -



栄町遺跡

錦町北2

面
錦町北刊

SKC99-1  0

て
第23図 栄町遺跡周辺調査区土層断面模式図

に落ち込みがあることを想定 した。

今回の調査区は、 S K C95-1調 査区の南西約50mに位置している。そして、前述した

ように黒褐色層が確認され、弥生土器が出上した。細片であるため、土器の時期を特定す

ることは難しいが、過去の調査区と近接していることから、これらの層や土器は、これま

で確認した落ち込みの埋土と同じ性格のものと考えられる。

次に、栄町遺跡から北西に約200m離れた錦町北遺跡について見てみる。錦町北遺跡につ

いては前述したが、弥生時代の土器が若干出土している。それらは包含層と調査区南側に

ある自然流路の埋土から出上しており、時期もⅢ～Ⅳ様式頃であることから、当遺跡の時

期と符合する。その様子を示すのが、「錦町北 1」 の断面である(第 23図参照)。 この自然流

路からは、弥生土器の他に、土師質土器や陶磁器などが多く出土している。従って、当遺

跡の落ち込みと直接つながる遺構ではない。しかし、流路が存在したことは、この辺りに

落ち込みが存在していたことを示すものであろう。北側の「錦町北 2」 の断面については、

北西側にある中位段丘に近づいているため、地山面までの層厚も少なく、流路なども検出

されていない。

次に当遺跡周辺の字名について見てみる(第 24図参照)。 今回の調査区南東側、 01-1調

査区の南西側には「出水」がある。確かに01-1調査区の下層掘削中は、水が多く湧き出

し、調査に困難をきたすほどであった。おそらく水道になっているものと考えられる。そ

して、その地点から東に100m程 の所に同じ「出水」の字名が見られる。また、その北東側

には「谷筋」「ナH端」が見られる。これらのことから考えると、この付近には谷状の落ち込

／
／
＼
ぐ
ヘ
カ
ム

て
（
／

／
ヘ

碁ri奪岳ζ五
羅野該 」:凸拝殺 i

-21-



栄町遺跡

①てす

みがあり、それはおそらく、北西側から伸びる落ち込みの続きであると考えられる。

また、錦町北遺跡の付近には「溝ノカハ」、東側には「石原前」など、谷や流路に関連す

るような字名も見られる。それらのことを踏まえ、当遺跡周辺に広がる落ち込み・谷筋の

範囲を推定すると第24図のようになる。しかし、落ち込みについては不明な点が多く、推

定範囲よりも大きく広がる可能性もある。また、錦町北遺跡の自然流路の埋土には近世の

陶磁器が含まれており、栄町遺跡の弥生時代の落ち込みとは、埋没時期が異なる。このこ

とは、落ち込み推定範囲の大半は弥生時代に埋まったが、落ち込み北東側は、埋まりきら

ず、流路として機能した可能性も考えられる。

以上、栄町遺跡周辺の地形について復元を試みたが、これらはほとんど推測の域を出な

い。また、落ち込みの範囲など今後の調査により変更があるかもしれないが、当遺跡周辺

の石川左岸、ユ可内長野市内の弥生時代の景観を復元する上での一助となるものと思われる。

◆河内長野市内の弥生時代の遺跡について

河内長野市内には、現在17カ 所の弥生時代の遺跡が確認されている(第 25図、第 4表参

照)。 古くは高地性集落として著名な大師山遺跡、現在調査中で多くの竪穴住居群が検出さ

れている三日市北遺跡などがある。しかし、多くの遺跡が顕著な遺構は確認されておらず、

散布地として認識されている。

そのような弥生時代の遺跡の特徴をまとめると、前期の遺跡が全く見られず、一部大師

山遺跡などで後期の遺跡も見られるが、ほとんどが中期、土器様式で畿内第Ⅲ～Ⅳ様式の

／
∩ヾ
ヽ

質
キ6

＼
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栄町遺跡

第25図 河内長野市内弥生時代遺跡分布図 (図 中の数字は第 4表 と対応 )

遺 跡 名

汐 の 宮 町 南 遺 跡 散 布 地 中 期 Π 末 ～ 亜 初 め 嚢 、 高 坪 ～ 石 鏃

市 町 東 遺 跡 散 布 地 中 期 埜 、 鉢 斥 、 石 鮭

市 町 西 遺 跡 散 布 地 不 明 底 部 の み

塩 谷 遺 跡 散 布 地 IIrF様 式 石 鏃 、 石 糖 、 磨 製 蛤 刃 石 斧 、 石 包 丁

菱 手 尻 遺 跡 散 布 地 中 期 ? 石 鏃 卜 剥 片

楠 町 東 遺 跡 散 布 地 不 明

a吊 田丁Jヒ封巨員亦 散 布 地 中 期 Ш 一 W様 式

乗 町 遺 跡 散 布 地 中 期 III～ V様 式 谷 ■大地 形 ?
栄 町 東 遺 跡 散 布 地 不 明

大 自 華 跡 散 布 地 中 期 …―後 期 ? 溝 ヽ愛 ～養 、石 鏃 、方 形 周 蒲 ヨ喜 ?
上 原 遺 跡 散 布 地 不 明 細 斥

上 原 東 逮 跡 散 布 地 不 明

葛 向 遺 跡 敵 布 地 Ш ～ W様 式 土 坑 (墓 ?)サ ヌ カ イ ト庁

大 aT山遺 跡 集 落
‐

生 産 後 期 V様 式 竪 大 住 居 跡 、焼 上 坑 、石 鏃 、砥 石 、石 IEE

三 Fヨ H● ヨし逮 跡 集 落 中 期 亜 ～ W様 式 堅 穴 住 居 跡 、 石 器

三 日 市 遺 跡 集 落 虹 ～ W様 式 竪 大 住 屠 跡 、 石 器

′Jヽ 塩 遺 跡 散 布 地 不 明

第 4表 河内長野市内の弥生時代遺跡
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栄町遺跡

時期のものという事である。前期や後期については今後発見される可能性もあるが、大き

く遺跡の消長を変えるものではない。

次に、それら中期の遺跡群の分布状況を比べると4つ のまとまりが見られる。それは、

市域北側の塩谷遺跡を中心とするグループ(A)、 栄町遺跡を中心とするグループ(B)、 高

向遺跡を中心とするグループ(C)、 三日市北遺跡を中心とするグループ(D)である。

Aグループは、ほとんど散布地の遺跡で遺構などは不明だが、土器も多く出上し、石鏃

や石斧、石包丁など石製品も多く検出されている。したがって、集落跡である可能性が高

い。次にBグループであるが、顕著な遺構は見られず、本稿でも報告したような落ち込み

の存在が想定されている程度である。遺物量も少なく、散漫な状況といえる。Cグループ

もBグループと同じような状況で、遺構・遺物とも少ない。それらに比べてDグループは、

近年の調査から弥生時代中期の大規模な集落跡であることが判明しており、後期には大師

山遺跡、古墳時代には三日市遺跡、小塩遺跡など天見川を挟んだこの地域周辺に、集落が

展開する。

以上のことから、改めて栄町遺跡周辺を考えると、遺構的には不明だが、遺物的には積

極的に集落跡とはいえない状況である。しかし、遺物が少ないながらも存在することは事

実であり、弥生時代の人々の営みがあったことは間違いない。そこで、考えられるのは、

AグループやDグループなどのような大規模な集落ではなく、小規模な集落であった可能

性である。また、それらの集落を支えた耕作地であった可能性もあるだろう。いずれにせ

よ現在の資料では、可能性に過ぎないが、今後当遺跡周辺や、西側に南北に伸びる小山田

丘陵での状況が判明すれば、当遺跡周辺の弥生時代の状況、河内長野市内での位置付けな

ども明らかになるであろう。                         (福 田)

(註 1)河内長野市教育委員会 2002年 3月  『河内長野市埋蔵文化財調査報告書Nll 栄町遺跡 三日

市遺跡 三日市北遺跡・三日市宿跡』

(註 2)河内長野市遺跡調査会 1996年 3月  『河内長野市遺跡調査会報�  錦町北遺跡』
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所収遺跡名 所 在 地
コー ド

】と湘皐 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡

尾崎北遺跡

(OSN97-1)
ゆ噺

一醐
弾雌
弾脚

27216
府127

1可 98
35° 15′ 36″ 135° 34′ 15″

H9.8.21

∫

H9.8.29

約80∬ 宅地造成

清水遺跡

(Sh/1Z02-2)

大阪府

河内長野市

清 水

27216
府 35

ヱ可31
34924′ 45〃 135° 35′ 27″

H14.6.26

∫

H14.6 27

約2∬ 専用住宅建築

上円町宿跡

(UDS02-1)
尊噺

一朗
”帷
”卿

27216
ガ子173

v可 143
34° 26′ 20″ 135° 34′ 13″

H14.6.27

∫

H14,6.28

約2∬ 専用住宅建築

栄町遺跡

(SKC02‐1)
尊噺

一朗
”雌
”測

６９
″

，
ど

つ
カ

′子152

ィ可115
34° 26′ 48″ 135° 34′ 05″

H14.12.2

;

H14.12.5

28∬ 専用住宅建築

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

尾崎北遺跡 集 落 古 墳

竪穴住居

掘立柱建物

井戸・土坑

石器・土師器

須恵器

清水遺跡 散布地 中 世
土師質土器

瓦器

上田町宿跡
宿跡に

伴う街並

栄町遺跡 散布地 殊  生
土坑

ピット
弥生土器
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